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会 ⻑ 挨 拶 
 

⽵村 はるみ 
 

 今期より会⻑を仰せつかりました⽵村はるみです。エリザベス朝⽂学を主たる研究対象とする私は、

17 世紀英⽂学研究を掲げる本学会では何となく後ろめたい思いが常にあります。最近になってようや

く、エリザベス⼀世の最晩年に関⼼を持ち始めたものの、なかなか 17 世紀まで達することができずに

いるのが現状です。 

 にもかかわらず、この由緒ある学会の会⻑という⼤役をお引き受けした理由は、ひとえにここで出

会った先⽣⽅への尽きぬ感謝の気持ちからです。⾃分を研究者として育ててくれたのは研究会や学会

であると常々思っておりますが、特にこの 17 世紀英⽂学会と関⻄シェイクスピア研究会は、関⻄の双

璧を成す組織で、⼤学院の最終学年の時に緊張の⾯持ちでこの２つの会の⾨を叩いたことは、私にと

って研究者としての⼤事な⼀歩となりました。会⻑という⼤役が無事に務まるのかという不安はござ

いますが、⾃分がこれまで受けた学恩に報いる貴重な機会を与えて頂いたことに深く感謝致しており

ます。 

 30 年前に⼊会した当時、⿊⽥健⼆郎先⽣、杉本⿓太郎先⽣、藤井治彦先⽣がにこやかに談笑される

17 世紀英⽂学会は、（時に罵声も⾶びかう強⾯で知られた関⻄シェイクスピア研究会とは対照的に）

鷹揚な雰囲気に満ちていました。そこに流れていたのは、年齢や性別や出⾝⼤学の垣根はもちろん研

究者としての実績の有無も超えて、⼀研究者として互いに敬意をもって啓発しあう姿勢でした。17 世

紀英⽂学会の例会での質疑応答が発⾔しやすく盛り上がるのは、こうした会の精神が今も息づいてい

るからだと思っております。 

 組織の運営はある程度ルーティン化するものですが、昨今は教育の現場と同様、学会運営もいやお

うなしに変化を迫られる時代となりました。複数の選択肢があると、合意を形成する難しさに直⾯す

ることになりますが、同じ分野の研究を志す者同⼠の絆があれば、おのずと最善の道が⾒つかるので

はないかという楽観的な信念がございます。事務局の先⽣⽅のお⼒を借りながら、そして会員の皆様

のご理解とご協⼒を仰ぎながら、誠⼼誠意務めて参りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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1．全国⼤会・総会について 
 

今年度の全国⼤会（第 15回⼤会）および総会は、2026 年 9⽉ 12⽇（⼟）に⻘⼭学院⼤学⻘⼭キャン

パスにて開催予定しております。発表者は佐々⽊和貴⽒（東北⽀部）、瀧澤英⼦⽒（東京⽀部）、 

⾦﨑⼋重⽒（関⻄⽀部）の予定です。総会後には懇親会の開催を予定しております。ふるってご参加い

ただきますよう、よろしくお願いいたします。 
 

2. 編集委員会からのお知らせ ―論集第 22 巻『⼗七世紀英⽂学とコミュニティ』について 
 
既に HP、各⽀部ML等で周知しておりましたように、第 22巻のテーマは『⼗七世紀英⽂学とコミュ

ニティ』（Seventeenth-Century English Literature and Community）となりました。本巻では、「コミュニテ

ィ」という概念を⼿がかりに、⼗七世紀英⽂学を取り巻く多様な⼈間関係や結びつきのあり⽅を多⾓的

に捉えることを⽬的としております。前巻から導⼊した執筆希望申告⽅式により、若⼿研究者からベテ

ラン研究者まで、計 25 名の皆様より執筆希望をいただきました。今後は、執筆希望をいただいた⽅々

から、2027 年 3⽉ 31⽇締め切りで原稿をお寄せいただき、2027 年 8⽉ 30⽇に第 22巻を発刊する予定

となっております。会員の皆様にはぜひ楽しみにお待ちいただければと思います。論集第 22 巻が刊⾏

されましたあかつきには、次の 3点について会員の皆様にご理解とご協⼒をお願いいたします。 

1. 執筆者は、各⾃ 5冊のご購⼊をお願いいたします。 

2. 執筆者以外の会員におかれましても、各⼈ 1冊のご購⼊をお願いいたします。あわせて、所属⼤

学図書館でのご購⼊についても積極的にご検討ください。なお、執筆者の⽅には、5冊ご購⼊と

は別に執筆料として各⾃ 1万円のご負担をお願いしております（学⽣会員は除く）。 

3. ⾦星堂のテキストを可能な限りご採⽤くださいますようお願いいたします。 
 

3. 会計報告（速報版） 
2025 年度の会計報告を以下に記します。会員の皆様には会費納⼊へのご協⼒をお願い申し上げます。 

2025 年度（2025 年 4 ⽉ 1 ⽇〜2026 年 3 ⽉ 31 ⽇） 

収⼊ ⽀出 

前年度からの繰り越し 1,396,391  通信・事務費（封筒・切⼿・硬貨料⾦） 25,007 

  振込⼿数料 640 

論集 21号執筆料  180,000 全国⼤会会場費 28,500 

会費収⼊ 東北⽀部 48,000 論集 21号学会負担分 400,000 

東京⽀部 132,000 HP更新費⽤ 33,000 

関⻄⽀部 93,000 HP担当謝礼⾦ (2 年分) 20,000 

郵便貯⾦利⼦ 1,114 預り⾦（論集執筆料未精算返⾦分）  40,000 

計 1,850,505 計 547,147 

  次年度繰越⾦ 1,303,358 円 （2026 年 4⽉ 30⽇） 
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*⽀出の部の「預り⾦（論集執筆料未精算返⾦分）」は、物故会員の過剰納付分について、ご遺族への返⾦⼿続きが完了す

るまで⼀時的に学会で保管しているものです。 

正式な会計監査付きの資料は総会資料としてあらためて配布いたします。 

 

4. ホームページおよび X（旧 Twitter）のお知らせ 
 

当学会のホームページ(HP）は⾦星堂のご協⼒のもとに学会 HP委員が運営・管理しております。 

http://www.kinsei-do.co.jp/S17CEL/ 

「会員による新刊情報」や「会員による最新研究情報」などの HP 掲載データは年２回更新します。原

則として４⽉末に各⽀部事務局、11⽉末にホームページ委員が、掲載データを取りまとめます。研究業

績を内外に知らせる良い機会となりますので、最新データの提出にご協⼒をお願いいたします。 

また、学会 X（旧 Twitter、⼗七世紀英⽂学会（公式）＠S17CEL）ではホームページよりも早く最新情

報を掲載しています。フォローおよび最新情報のご確認を随時お願いいたします。 
 

教員公募情報受け付けおよびツイッター配信のお知らせ 
 

学会 X（旧ツイッター）では、国公⽴私⽴の⼤学、短⼤、それに準じる教育・研究機関から当学会に

寄せられた英語英⽂学関係専任職の公募情報を配信しております。情報をお寄せいただいた順に、⼤

学の公募ホームページあるいは研究者⼈材データベース（JREC-IN）へのリンクを掲載いたします。掲

載を希望される場合には、本部事務局宛てにメールにて応募締め切りとともにお知らせください。な

お、ウェブサイトへのリンクがない場合は、PDFデータを添付ファイルにてお送りください。 
 

5. 2025 年度⽀部活動報告 

東北⽀部 活動報告・発表要旨 

2026 年 1⽉ 31⽇  今年の 1冊 

2026 年 3⽉ 22⽇ 古河 美喜⼦ 
写本か刊本か 
――新版ヘリック全集の編者Ruth Connollyの書誌学について―― 

2026 年 3⽉ 22⽇ 柴⽥ 尚⼦ 王政復古演劇にみる china と japan 

 

写本か刊本か―新版ヘリック全集の編者 Ruth Connolly の書誌学について― 

                                                  古河 美喜⼦ 
 

近年のロバート・ヘリック（Robert Herrick, 1591-1674）研究においては、編者トム・ケイン（Tom Cain）

及びルース・コノリー（Ruth Connolly）による 2013 年の⼆巻本、オックスフォード⼤学出版局から上梓

されたヘリック全集の新版が、今後のヘリック研究の可能性を広げる成果であろう。第⼆巻において作

品に付された⾳楽（楽譜）が載せられる等、まさにソングライターであるヘリックにふさわしい新詩集
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の試みもなされており、こうした詩の歌への変換、アダプテーションは、そこから派⽣する新しい解釈

とも結びついてゆくものと思われる。 

この新版全集の特徴としては、写本（⼿稿）と刊本（出版物）の異同を体系的に整理していること、

⼀部の詩には系統図も付けられていること、またヘンリー・ローズ等による⾳楽付き写本も⽰されてい

ることが挙げられ、伝統的なポラード（Alfred Pollard）版やマーティン（L.C. Martin）版などから⼀線を

画し、評価されている。まさにソングライターであるヘリックにふさわしい新詩集の試みもなされてい

るのである。全集を出版した後、編者のコノリーは、“New Approaches to the Work of Robert Herrick”（2009）

を⽪切りに写本と刊本の重層的関係について論⽂を⽴て続けに出している。17 世紀詩歌の制作・読者⽂

化を⾒直す道を拓くものとなった。ヘリックの詩が、30 年間にわたって写本として流通した後、印刷版

のために慎重にヘリック⾃⾝によって改訂と追加が⾏われた点に着⽬し、抒情詩を「社会的に対話的」

なものとして扱うべきとし、ヘリックは詩が読まれる社会的⽂脈の変化に応じて詩を改変したり、⾳楽

家たちと継続的に協⼒したり、読者の期待に適応するなど結果的に完璧な王党派としての信条や、友⼈・

後援者・家族、「⾃⾝の偉⼤で良き基盤」を構成する者たちのアイデンティティを保護しようとする姿勢

を通じて、コミュニティとの絆を繰り返し想起させていると論じる。個⼈的でありながら共同的な性質

を持つ、ヘリック詩集の特性について強調すると共に、共和政下において王党派の絆を再構築しようと

する試みとしての機能、この時代の写本と印刷、作者と読者層の相互作⽤についても併せて⾔及してい

る。 

本発表では、先ず批評のライン（マーカス、コイロ、スワン、ピュー）を⽰し、コノリーの論を援⽤

しながら、「⽩い島､すなわち祝福されたものの国｣（‘The white Island: or place of the Blest’）を新たな視点

で再読することを試みた。最終的には、これまで継続的に取り組んできた 17 世紀イングランドの王党

派詩⼈ロバート・ヘリックの抒情詩集『へスペリディーズ』（Hesperides, 1648）が持つ抒情的で芸術的な

価値と社会的で政治的な価値の融合状況について考察を重ね、内乱期のイングランドという特異な時代

性や政治的機能から作品に流れる王党派の詩想について明らかにすることを⽬的とした。 
 

参考⽂献 

 

Cain, Tom., and Ruth Connolly. “Introduction: Herrick’s Communities of Manuscript and Print.” ‘Lords of Wine 

and Oile’: Community and Conviviality in the Poetry of Robert Herrick. Edited by. Tom Cain and Ruth 

Connolly. Oxford: Oxford UP, 2011, 1-24.   

Coiro, Ann Baynes. Robert Herrick’s “Hesperides” and the Epigram Book Tradition. Baltimore: Johns Hopkins UP, 

1988. 

Connolly, Ruth. “New Approaches to the Work of Robert Herrick.” Literature Compass, vol.6, iss.6, 2009, 1177-

1187. 

---. “Editing Intention in the Manuscript Poetry of Robert Herrick.” Studies in English Literature, 1500-1900, vol.52, 

no.1, 2012, 69-84.  

Herrick, Robert. The Complete Poetry of Robert Herrick. Edited by Tom Cain and Ruth Connolly. Oxford: Oxford 

UP, 2013. 2 vols. 
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Marcus, Leah Sinanoglou. The Politics of Mirth: Jonson, Herrick, Milton, Marvell, and the Defense of Old Holiday 

Pastimes. Chicago: University of Chicago P, 1986. 

Pugh, Syrithe. Herrick, Fanshawe and the Politics of Intertextuality: Classical Literature and Seventeenth-Century 

Royalism. Farnham: Ashgate, 2010. 

Swann, Marjorie. Curiosities and Texts: the Culture of Collecting in Early Modern England. Philadelphia: U of 

Pennsylvania P, 2001. 
 

王政復古演劇にみる china と japan 

                                                 柴⽥ 尚⼦ 
 

17 世紀イングランドにおいて、アジア、ことに⽇本の影響は決して⼤きいとは⾔い難い。しかし、後

のシノワズリやジャポニスムを⾒据えるならば、その萌芽はすでに 17 世紀後半に⾒られる。王政復古

期演劇に登場する china と japan は、東アジアそのものへの関⼼というよりは、異国趣味や社会的威信を

帯びた奢侈品としての役割を果たしている。本研究発表では、王政復古期の演劇に⾒られる china と japan

に注⽬しながら、その意味について考察する。 

ウィリアム・ウィッチャリー（William Wycherley, 1641-1715）の The Country Wife (1675 年初演)では、

いわゆる “china scene” において、china はホーナーとレディ・フィジェットの関係を隠す隠語として⽤

いられる。ここでは china が性的含意を担うだけでなく、希少で⾼価な舶来品であると同時に、時間の

経過とともに再⽣・修復されることから、以前に⽐べて流通しやすく模倣を通じて消費される商品とし

ても位置づけられると考える。 

これに対し、アフラ・ベーン（Aphra Behn, 1640-89）の The City Heiress or, Sir Timothy Treat-all (1682)

には“the Japan-Cabinet”が、重要書類を保管する家具として登場するが、その書類は最終的に奪われる。

ここでの japan は、舞台上では安定した東洋趣味としてのみならず、所有者の威信や欲望として消費さ

れる。1688 年に出版された A Treatise of Japaning and Varnishing は、そのような既存の japan の潮流を体

系化し、図案と技法を広く流布させた書物として位置づけられる。したがって、1682 年の時点で劇中の 

“the Japan-Cabinet” が必ずしも輸⼊品であったとは限らず、すでに英国内で再⽣産されつつあったジャ

パニング製品であるという可能性も考えられる。 

以上のように、王政復古期演劇における china と japan は、東アジアそのものの表象というより、ア

ジア由来の奢侈品がイングランド社会に内包され、消費されていく過程であるとも考えられる。 

主要参考⽂献 

Behn, Aphra. The City-Heiress: Or Sir Timothy Treat-all, Kindle ed., Stage Door, 2016. 

Degenhardt, Jane Hwang. “Cracking the Mysteries of “China”: China(ware) in the Early Modern Imagination.” 

Studies in Philology, vol. 110, no. 1, Winter 2013, pp.132-167. 

Impey, Oliver, and Christiaan Jörg. Japanese Export Lacquer: 1580-1850. Amsterdam: Hotei Publishing, 2005. 

Stalker, John and George Parker. Treatise of Japaning and Varnishing. Oxford, 1688. （ストーカー，ジョン,   

ジョージ・パーカー『漆への憧憬—ジャパニングと呼ばれた技法』井⾕善惠訳 （⾥⽂出版, 2010）） 
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Wycherley, William. The Country Wife, edited by James Ogden, Kindle ed., London: Methuen Drama, 2014. 

 

鈴⽊ 裕⼦ 「イギリス化する「中国⾵」: 名誉⾰命から 18 世紀半ばのイギリス家具に⾒るシノワズ

リ」『年報地域⽂化研究』(東京⼤学, 2014), pp. 41-67, https://cir.nii.ac.jp/crid/1390572174554429184. 

Accessed 22 March. 2026. 

⽇⾼ 薫『異国の表象—近世輸出漆器の想像⼒』（ブリュッケ, 2008） 

 

 

東京⽀部 活動報告・発表要旨 

 

「ロミオなんて dishclout」――「古い」のは誰か／何か―― 

瀧澤 英⼦ 
 

シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』第 3幕 5場において、乳⺟が放つ「ロミオなんて dishclout

（古布）」という台詞は、追放処分となったロミオを、もはや価値を失った存在として貶めるための誹

謗の⽤語として解釈されてきた。本発表では、この dishclout という⾔葉を、初期近代イングランドにお

ける物質⽂化の⽂脈から再検討し、時の経過とともに古び、新たなものと交換可能な状態にある対象を

⾔い表す⽐喩として捉え直した。その上で、作品全体を覆う「古さ」のテーマ、ならびにそれが⽣む捻

じれの構造と関連付けて論じた。まず、共時的な観点から dishclout の語彙的背景を考察した。16,7 世紀

の⽣活史において繊維は貴重資源として扱われ、役割を終えた布製品は、古布として幾度も転⽤される

のみならず、最終的には製紙原料として再⽣される循環過程の中にあった。『じゃじゃ⾺馴らし』を始

めとするシェイクスピア作品における⽤例の分析にもとづくと、この語が単なる気まぐれに発された悪

態というよりは、⽤途を変えつつ使い回される古布としての物質性に即して⾔及されている可能性が浮

き彫りとなる。乳⺟の台詞は、ロミオがジュリエットにとって、役⽬を終え、次に取って代わられるべ

き過去の存在となったことを、物質的な「古さ」のイメージを借りて提⽰している。 

続いて、この物質的な「古さ」と、作品内にみられる時間をめぐる不均衡構造との関連付けを試みた。

劇中では、性急な若者たちと対照的に、乳⺟やロレンス修道⼠をはじめとする年⻑者たちは、⾝体的な

「遅れ」や認識のタイムラグを伴う停滞として描かれる。また若者たちの⼝からは、年⻑者の引き起こ

す遅滞に向けた⾮難の声が頻繁に聞かれる。その⼀⽅で、「ロミオなんて dishclout」との乳⺟の⾔辞を

「⽼いぼれのいまいましい⾔い草（ancient damnation）」と撥ねつけたジュリエットが新たな⽀援者とし

て頼ったのが、やはり年⽼いたロレンスであったように、若者たちもまた「古さ」の傘下にみずから回

2025 年 12⽉ 14⽇ 瀧澤 英⼦ 「ロミオなんて dishclout」――「古い」のは誰か／何か―― 

2026 年 3⽉ 21⽇ 植⽉ 惠⼀郎 ジョージ・ウィザーの蜂のエンブレムについて 

2026 年 3⽉ 21⽇ ―― 17 世紀研究 この⼀冊 
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帰する傾向がみられる。「古さ」を嫌悪しつつ、その実、みずからの「若さ」を燃料として古い因縁を

再燃させる、あるいは「古き」ものに依存せざるを得ないという概念上の捻じれが露呈する。 

こうした若者たちの抗いと依存の構図を踏まえれば、乳⺟の dishclout という⼀⾔は、循環し偏在する

「古さ」の⼒学を⽰唆するものとして読むことができる。卑近な家事⽤品が帯びるイメージを出発点に、

劇作品内における世代間の相克と悲劇の構造を、物質感覚と時間へのそれが交差する地点から再照射す

る試みを提⽰した。 
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ジョージ・ウィザーの蜂のエンブレムについて 

                                                 植⽉ 惠⼀郎 
 
ウィザー（George Wither, 1588-1667）の『古今エンブレム集』（A Collection of Emblemes, Ancient and 

Moderne, 1635）の〈蜂〉をモチーフとした詩３篇（1巻 23歌、2巻 28歌、4巻 42歌）について、各々

その特徴を述べた。この『エンブレム集』では、つねにすでに〈蜂〉は単なる昆⾍ではなく、勤勉、労

働者、社会的秩序等を象徴する重要なモチーフとして描かれている。 
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ウィザーの最初の詩（1巻 23歌）では、〈蜂〉に刺される危険を冒してまで蜜を盗もうとする熊の姿

を、⾃らの欲望（⾁欲）を満たすためにリスクを顧みない「享楽的な⼈間」になぞらえている。この詩

の教訓は、「悪に⾛る者がそれほどの情熱と勇気を持つのなら、善を志す者が困難に屈していいはずが

ない」というメッセージにある。美徳を⼿に⼊れるにしても、蜂の針や蜜を⼿に⼊れるまでの進路を阻

む棘に伴う「痛み」を乗り越えねばならないが、その苦難の先には、⾁体的な快楽を遥かに凌ぐ精神的

な報酬が待っていると説く。最終的には、やはり、キリスト教的メッセージ、磔にも相当する苦悩を耐

え抜くことで得られる魂の喜びこそが真に価値あるものだと結論づけている。併せて the bear and the bees

の⽂学的伝統についても⾔及した。 

次の詩（2巻 28歌）では、兜と蜂のテーマを扱っており、兜は戦争のメトニミーであり、〈蜂〉は平

和の象徴となる。つまり、戦時に使⽤した兜という武具が、⼈間に有益な蜂蜜と蜜蝋をもたらす〈蜂〉

の巣作りに平和利⽤されていることを暗⽰している。先⾏する詩では、後にヘミングウェイ（Earnest 

Hemingway）の『武器よさらば』（A Farewell to Arms, 1929）のタイトルになったと⾔われる、ピール（George 

Peele）の『武器よさらば』（A Farewell to Arms, 1590）の⼀節のエコーが認められた。 

三つ⽬の詩（4巻 42歌）では、〈蜂〉の⽣態を通じて⼈間社会の不条理を批判している。〈蜂〉は冬の

飢えを凌ぐために⼀⽣懸命働くが、その「優れた奉仕」への報酬は、⽪⾁にも殺されるか、棲家を奪わ

れ、追放されるか等である。結局、〈権⼒〉への⽪⾁、⾔い換えれば、どんなに忠実に働いても、最後に

は報われない労働者の運命、共同体の収奪の不条理を〈蜂〉の運命に重ねている。 

ウィザーの〈蜂〉とは、⾃然界の知恵が⼈間の共同体で具現された存在に他ならない。その三篇の〈蜂〉

の詩では、〈蜂〉の⽣態を通じて「個⼈の規律」「社会の調和」「信仰の勝利」といった、ルネサンス期か

らバロック期にかけて、共同体でも重要視された道徳的価値観を読者に教訓的に⽰していた。 
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植⽉惠⼀郎「17 世紀イギリスの〈蜂〉――ジョージ・ウィザーを中⼼に」、『⽇本⼤学芸術学部 ⽇本⼤

学研究員研究報告書』第 24巻、68‐73⾴、2025 年。 

渡辺孝『ミツバチの⽂化史』筑摩書房、1994 年。 

―――『ミツバチの⽂学誌』筑摩書房、1997 年。 
 
 

17 世紀研究 この 1冊 

４回⽬となった「17 世紀研究 この 1冊」では、同⽇の植⽉惠⼀郎⽒による研究発表において、英

⽂学研究における⽣成 AI の活⽤の可能性についての⾔及があったことを受け、研究・教育の現場での

ChatGPT等の⽣成 AI利⽤の現状についての議論があった。具体的な問題や、便利な活⽤法、それらを

論じた最近の書籍の紹介などがなされた。「17 世紀研究」という観点からはやや番外編的なものであっ

たが、デジタル⼈⽂学の⽴場からの近年の研究書も紹介され、情報交換の場として⾮常に有益であっ

た。（⽂責：伊澤⾼志） 

 
 

関⻄⽀部 活動報告・発表要旨 

2025 年 6⽉ 28⽇  坂本 晃平 “Pity the tale of me”： 

悲劇的⾃⼰提⽰としてのアストロフェルの求愛 

2025 年 12⽉ 21⽇ 吉中 孝志 
天国か地獄か、それが問題だ。 

――初期近代の視覚芸術と英⽂学―― 

2026 年 3⽉ 15⽇ 円浄 ゆり 
初期近代コモンプレイス・ブック⽂化における『妖精の⼥
王』第１巻〜第２巻 

 

“Pity the tale of me”：悲劇的⾃⼰提⽰としてのアストロフェルの求愛 

坂本 晃平 
 
フィリップ・シドニーによる連作ソネット集『アストロフェルとステラ』（1591）における「絶望」は、

従来アストロフェルの情欲の挫折として読まれてきた。それに対し本発表は、108 番を精読した上で、

アストロフェルの語る「絶望」を戦略的に演じられたものとして読み直したものである。ソネット 1番

に仕込まれたアストロフェルの苦悩がステラからの愛につながるというロジック、ソネット 45 番にお

ける “I am not I, pity the tale of me” という⾃⼰虚構化、およびナッシュが初版に施した序⽂に演劇的メ

タファーが⾒られること、これらもその傍証である。その上で、拒絶場⾯を描くソング 4 番・8 番・11

番の⽐較分析を通じ、形式的不完全性を抱えるソング 8番のステラの拒絶はアストロフェルの空想的理

想化の中でなされたということ、⼀⽅ステラ⾃⾝の声が聞かれる 11 番における彼⼥の声は、彼⼥の拒

絶の動機は彼⼥が貞節であるからというよりも夫への恐怖であることを論じた。つまり『アストロフェ
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ルとステラ』とは、ステラが貞節であると信じたがための絶望を演じるアストロフェルが、そうするこ

とで以って逆説的にステラに対する求愛を続けている、未完のソネット連作なのである。 
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251–256. 
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オウィディウス『祭暦』⾼橋宏幸訳、国⽂社、1994年。 

⼤塚定徳・村⾥好促『シドニーの詩集・詩論・牧歌劇』⼤阪教育図書、2016年。 

クルツィウス、エルンスト・ローベルト『ヨーロッパ⽂学とラテン中世』南⼤路振⼀・岐本通夫・中村
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シドニー、フィリップ『シドニーの詩集・詩論・牧歌劇』⼤塚定徳・村⾥好促訳、⼤阪教育図書、2016

年。 

プラトン『パイドロス』藤沢令夫訳、岩波書店、1974年。 

 
 

天国か地獄か、それが問題だ。――初期近代の視覚芸術と英文学―― 

吉中 孝志 
 

※ 発表者の都合により、要旨・参考文献は非公開。 
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初期近代コモンプレイス・ブック文化における『妖精の女王』第１巻〜第２巻 

円浄 ゆり 
 

本発表では三部構成をとり、第⼀部は初期近代コモンプレイス・ブック⽂化とエドマンド・スペンサ

ー（Edmund Spenser, c. 1552-1599）の読者教育の関連性について論じ、第⼆部では『妖精の⼥王』（The 

Faerie Queene）第⼀巻および第⼆巻におけるスペンサーのコモンプレイス使⽤について分析した。つづ

く第三部では『妖精の⼥王』がコモンプレイス⽂化でいかに受容されていたかを検討するため、印刷版

コモンプレイス・ブック『イングランド詩句集』（Englands Parnassus, 1600）における、『妖精の⼥王』

から抜き出されたコモンプレイスについて論じた。 

第⼀部では、コモンプレイス・ブック学習法を確⽴したエラスムスが効率的な学習システムの提⽰に

重きを置いているのに対し、スペンサーの師であるリチャード・マルカスター（Richard Mulcaster, c. 1531-

1611）は、コモンプレイス・ブック学習の道徳的効果を強調している点を指摘した。スペンサーが論じ

る『妖精の⼥王』における読者教育とは、読者が『妖精の⼥王』を歴史物語として楽しみ、読者⾃らが

物語の中から教訓を導き出すという⼿法であるが、この物語から導き出された教訓は、コモンプレイス

として抜粋・収集することが期待されていたと考える。 

第⼆部では、⼈徳を⽰すに最もふさわしい⼈物とされるアーサー王⼦が、第⼀巻・第⼆巻ではそのコ

モンプレイスの扱いにおいても巧妙である点を指摘した。第⼀巻ではアーサー王⼦が落胆するウーナを

説得する場⾯でコモンプレイスが多⽤される（I.vii.40-42）。聞き⼿であるウーナがアーサー王⼦によっ

ていかに説得されたのかを読者に提⽰すことで、コモンプレイスを⽤いたスピーチの修辞的・道徳的説

得性が全⾯に押し出されている。第⼆巻では気絶したガイアンが異教徒の騎⼠に襲われそうになってい

た場⾯にアーサー王⼦が登場する（II.viii.25-26）。アーサー王⼦は異教徒を説得できず、結果、武⼒で相

⼿を制圧することになるが、この場⾯で⽤いられるコモンプレイスは、アーサー王⼦が異教徒と戦うこ

とを肯定するための説得材料として利⽤されている。 

第三部では、初期近代読者の⼀⼈、ロバート・アロット（Robert Allott）の印刷版コモンプレイス・ブ

ック『イングランド詩句集』において、特に第⼆巻の主題「節制」（temperance）の引⽤の仕⽅を論じた

（ちなみに第⼀巻主題は未掲載）。アロットは「節制」が⾔及されている⼀節を無条件に引⽤しているわ

けではなく、利⽤価値の⾼い道徳的⼀節を恣意的に選別している。興味深い点は、「節制」の項⽬に「克

⼰」（continence）についての⼀節が引⽤されている点である。これはスペンサーが「克⼰」と「節制」

を互換可能な語として使⽤していたためであり、アロットはその語義に従い、この⼀節を「節制」項⽬

に振り分けている。アロットの実践例は、コモンプレイス・ブックがただの暗記帳ではなく、読者が物

語内容を理解・解釈するための場としても活⽤されていたことを⽰している。 
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⼗七世紀英⽂学会規約 
（名称） 

1 本会は⼗七世紀英⽂学会と称する。 

（⽬的） 

2 本会は⼗七世紀英⽂学の研究を促進し、あわせて会員相互の連絡をはかることを⽬的とする。 

（会の活動） 

3 本会に本部と⽀部を置く。各⽀部は年数回の談話会等を開いて会員の発表・報告を聞き、研究情報等を
交換する。 

(2) 本部は総会を開いて重要事項を決定すると共に「ニューズレター」の編集刊⾏をする。 

(3) 各⽀部は相互交流のために、年⼀回、談話会等に他⽀部所属会員を招聘することができる。その際
には、本部会計より旅費（⼀律 2万円）を補助するものとする。 

（会員） 

4 ⼊会希望者は、各⽀部または本部に申し込んで会員となることができる。 

（会⻑） 

5 本会に会⻑をおく。 

(2) 会⻑は会員の互選により総会で決定する。 

(3) 会⻑の任期は2年とする。再任は妨げないが、再任は1回限りとする。 

（顧問） 

6 本会に顧問をおくことがある。 

(2) 顧問は会員の総意により総会において委嘱する。 

（組織および会の運営） 

7 本会は会⻑の他に次の役員をおく。 

本部幹事若⼲名   ⽀部幹事各2名 

編集顧問         編集委員若⼲名 

会計監査2名      ホームページ委員1名 
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(2) 本部幹事は会員の互選により総会で決定し、⽀部幹事と合議の上で本会の運営にあたる。 

(3) ⽀部幹事は各⽀部で選出し、本部に報告する。⽀部幹事は⽀部の運営の他に本部との連絡にあたる。
なお、本部幹事と⽀部幹事が重複することは差⽀えない。 

(4) 編集顧問は編集委員会が委嘱する。 

(5) 編集委員は、当分の間、各⽀部より2名選出するが、東京⽀部は3名とする。編集委員は編集会議を
開き、「論集」の編集にあたる。なお、「論集」編集規定は別に定める。 

(6) ホームページ委員は学会ホームページの管理・運営にあたる。 

（会計） 

8 本学会の経費は会費、寄付⾦その他の収⼊をもってこれにあてる。 

(2) 会費は年額、本部会費3,000円、各⽀部会費（東京⽀部500円（学⽣会員を除く）、関⻄⽀部1,000円
（学⽣会員を除く））とし、あわせて⽀部に納⼊する。本部会費3,000円は各⽀部により本部へ送付
するものとする。 

(3) 本部会計の決算報告は翌年度の総会において⾏なう。 

(4) 会計年度は4⽉1⽇に始まり、翌年3⽉31⽇までとする。 

(5) 本部会計は本部幹事がこれを統括し、会計監査がこれを監査する。 

（規約の発効） 

9 本規約は1984年5⽉12⽇より発効する。 

（規約の改正） 

10 本規約は改正の要が⽣じた時は総会においてはかる。 
 
付則 本部所在地 

本部の所在地は次のとおりである。 

〒150-8366 東京都渋⾕区渋⾕4-4-25 ⻘⼭学院⼤学⽂学部 G1008笹川研究室内 
 
1988年5⽉21⽇⼀部改正／1989年5⽉20⽇⼀部改正／1996年5⽉25⽇⼀部改正／2010年5⽉29⽇⼀部改正／2013年5⽉24⽇⼀部改正／2017年4

⽉1⽇⼀部改正／2018年4⽉1⽇⼀部改正／2018年9⽉8⽇⼀部改正／2022年9⽉18⽇⼀部改正／2023年9⽉16⽇⼀部改正 


